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和
歌
古
典
主
義
時
代
の
脈
略
と
諸
相

村
尾
誠
一
著

『
中
世
和
歌
史
論
─
─
新
古
今
和
歌
集
以
降
』

青
簡
舎

　
二
〇
〇
九
年
十
一
月

　　
古
典
和
歌
の
最
高
峰
で
あ
る『
新
古
今
和
歌
集
』が
元
久
二
年（
一
二
〇
五
）

に
「
竟
宴
」
の
形
で
現
れ
て
以
降
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
、
西
暦
で
言
え

ば
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
ま
で
の
二
百
年
の
間
に
、『
新
勅
撰
和
歌
集
』

（
一
二
三
二
）
か
ら
『
新
続
古
今
和
歌
集
』（
一
四
三
三
）
に
か
け
て
、
延
べ

十
三
部
の
勅
撰
和
歌
集
が
次
々
と
編
纂
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
「
十
三
代

集
」
を
始
め
と
す
る
中
世
和
歌
は
、連
綿
た
る
山
脈
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
後
世
の
研
究
は
必
ず
し
も
そ
の
厖
大
な
量
と
比

例
す
る
と
は
限
ら
ず
、
未
開
拓
の
分
野
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原

因
は
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
栄
光
が
輝
か
し
す
ぎ
て
、

人
々
の
注
目
が
そ
ち
ら
に
引
き
付
け
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
り
、
内
実

的
に
は
、
中
世
和
歌
の
表
現
は
新
古
今
時
代
に
対
す
る
継
承
や
模
倣
の
要

素
が
大
き
く
、
全
体
的
に
亜
流
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
で
き
ず
、
そ
れ
自

体
の
価
値
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ
に
く
い
こ
と
に
も
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
世
和
歌
史
全
般
を
論
じ
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
い
か
な

る
視
点
で
何
を
選
び
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
論
じ
る
か
、
論
者
の
力
量
が

問
わ
れ
る
。

　
村
尾
誠
一
氏
の
新
著
『
中
世
和
歌
史
論—

新
古
今
和
歌
集
以
降
』
は

正
に
、
中
世
和
歌
の
脈
絡
を
辿
り
、
そ
の
全
体
的
な
特
質
と
価
値
を
追
求

す
る
こ
と
に
挑
ん
だ
学
術
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
延
べ
二
十

本
の
論
文
を
加
筆
修
正
し
て
体
系
化
し
、
そ
れ
に
書
き
下
ろ
し
の
序
章
と

終
章
を
加
え
た
、
四
百
頁
以
上
に
及
ぶ
大
著
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
発
表

論
文
の
最
も
早
い
も
の
は
一
九
八
三
年
に
ま
で
遡
る
。
著
者
三
十
年
来
の

孜
々
た
る
研
究
蓄
積
の
集
大
成
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　
著
者
は
中
世
和
歌
全
体
を
「
古
典
主
義
の
時
代
」
と
し
て
巨
視
的
に
捉

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
過
去
と
な
っ
た
王
朝
時
代
の
和
歌
遺
産
を
規
範
と

し
て
意
識
し
、
そ
れ
を
基
に
し
て
新
た
な
創
造
を
図
ろ
う
と
す
る
表
現
様

式
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
和
歌
の
主
題
や
構
想
は
す
で
に
歌
い

尽
く
さ
れ
、
新
た
な
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
可
能
性
が
も
は
や
な
い
と
い

う
、
中
世
の
歌
人
た
ち
の
認
識
か
ら
生
ま
れ
た
「
伝
統
の
再
構
成
」
に
基

づ
く
手
法
で
あ
る
。
中
世
和
歌
は
自
ず
と
「
型
」
と
し
て
の
文
芸
に
な
り
、

顕
著
な
類
型
性
が
見
ら
れ
る
の
も
そ
れ
故
で
あ
る
。
当
然
、
そ
れ
は
自
我

意
識
が
優
先
さ
れ
る
近
代
の
理
念
と
は
異
な
り
、
や
は
り
そ
の
時
代
な
り

の
価
値
を
有
す
る
と
著
者
は
評
価
し
て
い
る
。

　
本
著
は
四
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
「
後
鳥
羽
院
に
お
け
る
新
古
今
和
歌

集
と
そ
れ
以
降
」
は
後
鳥
羽
院
の
和
歌
の
初
学
期
か
ら
隠
岐
配
流
後
の
作

品
ま
で
時
代
順
に
考
察
し
、
第
二
章
「
新
古
今
和
歌
集
直
後
の
諸
相
」
は

「
建
保
期
」
と
い
わ
れ
る
、
新
古
今
和
歌
集
の
編
纂
が
終
っ
て
か
ら
承
久

の
乱
ま
で
の
十
年
間
に
お
け
る
藤
原
定
家
、
土
御
門
院
、
藤
原
範
宗
な
ど

の
作
品
や
「
花
実
論
」
の
認
識
を
、
新
古
今
時
代
と
の
関
連
か
ら
論
じ
て

い
る
。
第
三
章
「
二
条
為
世
の
時
代
」
は
中
世
和
歌
の
保
守
本
流
で
あ
る

為
世
に
つ
い
て
、
そ
の
円
熟
期
と
初
期
の
作
品
及
び
京
極
派
と
の
接
点
を

含
め
て
考
察
し
、
第
四
章
「
勅
撰
和
歌
集
の
終
焉
期
」
は
、
前
半
で
は
飛

鳥
井
雅
世
に
よ
る
最
後
の
勅
撰
和
歌
集
と
な
る
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
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編
纂
背
景
や
特
徴
、
及
び
そ
の
子
で
あ
る
雅
親
の
勅
撰
和
歌
集
編
纂
の
挫

折
な
ど
を
述
べ
、
後
半
は
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
に
入
選
さ
れ
な
か
っ
た

歌
人
正
徹
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
中
世
和
歌
と
い
う
山
脈
の
始
ま
り
・
中
間
・
終
り
の
そ
れ
ぞ

れ
の
高
い
峰
を
選
び
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
中
世
和
歌
の
脈
絡

の
ラ
イ
ン
を
構
成
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
論
述
対
象
の
選
択
は
実
に
興
味

深
い
。
保
守
的
な
二
条
派
と
革
新
的
な
京
極
派
、
中
世
和
歌
を
確
立
さ
せ

た
『
新
古
今
和
歌
集
』
と
勅
撰
和
歌
集
の
掉
尾
と
な
る
『
新
続
古
今
和
歌

集
』、
そ
し
て
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
主
宰
者
で
あ
る
帝
王
の
後
鳥
羽
院

と
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
に
漏
れ
た
市
井
歌
人
の
正
徹
、
い
か
に
も
鮮
明

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
為
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に

は
、
程
度
の
差
や
表
現
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、「
古
典
主
義
」
と
い
う
共
通

性
が
内
在
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
和
歌
の
「
古
典
主
義
」
を
実
現
さ
せ
る
技
法
と
し
て
、「
本
歌
取
」

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
本
著
は
そ
れ
に
対
す
る
分
析
に
多
く
の
労
力

を
傾
注
し
て
い
る
。
同
じ
く
古
歌
の
表
現
を
用
い
て
自
歌
を
構
成
す
る
場

合
、
古
歌
の
世
界
を
背
景
に
す
る
も
の
を
本
格
的
な
「
本
歌
取
」
と
し
、

単
に
古
歌
の
詞
の
み
摂
取
す
る
も
の
を
、著
者
は
敢
え
て
「
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」

と
い
う
西
洋
美
術
の
用
語
を
使
い
、
前
者
と
区
別
し
て
い
る
。

　
著
者
は
そ
の
研
究
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
で
き
る
だ
け
作
品
や
事

象
に
即
し
た
形
で
具
体
的
に
論
じ
て
ゆ
き
た
い
」
と
緒
言
で
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
「
作
品
に
即
す
る
」
と
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
事
例
が
代
表
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
正
徹
が
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
に
入
選
し
な
か
っ
た

理
由
は
、
こ
れ
ま
で
は
将
軍
義
教
の
忌
避
と
い
う
外
因
に
よ
る
も
の
と
さ

れ
て
き
た
の
に
対
し
、
著
者
は
正
徹
の
作
品
そ
の
も
の
に
手
掛
り
を
求
め

て
い
る
。『
前
摂
政
家
歌
合
』
に
お
け
る
正
徹
の
詠
作
と
一
条
兼
良
の
判

詞
を
細
緻
に
分
析
し
、
正
徹
の
歌
に
は
詞
の
自
由
さ
と
、
公
家
の
発
想
と

の
違
和
が
あ
り
、
宮
廷
和
歌
の
伝
統
か
ら
逸
脱
す
る
面
を
持
つ
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
正
徹
の
落
選
は
、
そ
の
作
品
の
内
因
に
も
関
連
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
事
象
に
即
す
る
」
と
は
、
例
え
ば
藤
原
定
家
へ
の
激
し
い
批
判

が
見
ら
れ
る
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
の
執
筆
時
期
を
、
承
久
の
乱
以
前
の

京
都
で
の
作
と
す
る
説
に
対
す
る
反
論
と
い
う
形
で
為
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
著
者
は
当
時
の
権
力
構
造
に
注
目
し
、
建
保
期
の
藤
原
定
家

は
歌
壇
の
指
導
者
的
位
置
に
あ
り
、
権
力
の
頂
点
に
あ
る
後
鳥
羽
院
が
か

く
も
憎
悪
を
抱
い
た
定
家
に
そ
の
任
を
任
せ
る
は
ず
が
な
い
と
指
摘
し
、

『
御
口
伝
』
の
執
筆
時
期
を
、
後
鳥
羽
院
に
よ
る
藤
原
定
家
へ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
不
可
能
と
な
っ
た
隠
岐
配
流
以
降
の
も
の
と
主
張
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
作
品
や
事
象
に
即
し
た
」
姿
勢
に
よ
り
、
中
世
和
歌
の
懸
案
の

解
明
に
堅
固
な
一
歩
が
踏
み
進
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。

　
第
四
章
の
第
四
節
「
正
徹
と
新
続
古
今
和
歌
集
」
は
、
ま
ず
『
新
続
古

今
和
歌
集
』
に
最
終
的
に
選
入
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
正
徹
の
玉

津
島
明
神
へ
の
旅
か
ら
倒
叙
的
に
書
き
始
め
、
そ
れ
か
ら
『
新
続
古
今
和

歌
集
』
の
編
纂
期
に
お
け
る
正
徹
の
活
動
を
辿
り
、
最
後
に
正
徹
和
歌
の

特
質
の
検
討
に
入
る
。
正
徹
の
絶
望
と
期
待
の
様
子
が
、
彼
の
歌
の
解
説

を
交
え
な
が
ら
活
写
さ
れ
、
ま
る
で
小
説
の
よ
う
な
構
成
と
筆
致
で
あ
る
。

　
第
四
章
の
第
七
節
「
残
照
の
中
の
王
朝
的
世
界
」
に
お
い
て
は
、
著
者

は
中
世
に
お
け
る
王
朝
的
世
界
を
美
化
・
観
念
化
す
る
姿
勢
を
説
明
す
る

た
め
、
正
徹
の
内
裏
諒
闇
の
見
学
を
切
り
口
に
鮮
や
か
に
論
じ
て
い
る
。

ぜ
ひ
一
読
を
薦
め
る
味
わ
い
深
い
短
編
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
付
け
加

え
て
お
く
。

（
金
中
）


